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わが国の看護職

 総勢 約130万人 80％が病院・診療所勤務

（医師 約25万人、警察官 約29万人）

 毎年 約5万人の新人が誕生（1.３万人が大卒）

 看護系大学180、看護系大学院（修士119・博士54）

 スペシャリスト

専門看護師（5年以上の経験＋大学院修士課程） 304 人

（今年度の認定試験申請者 194 人）

認定看護師（5年以上の経験＋6ヶ月の教育） 5794 人
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目 的

・看護師による侵襲的医療処置の実施状況と、
将来的な関不について、クリティカルケア
看護師はどのように認識しているか

・高度医療機器装着患者の療養生活行動支援
の現状と、実施にあたっての看護師の判断、
医師の関不について
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対 象

全国200の基幹病院の、ICU･CCU、集中治
療部､救命センターなどの重症患者ケアに携わ
り、中核的な役割を担っている看護師、各施設
2名（合計400名）

有効返信数 ２０９（52％）

調査時期・方法

平成20年5月に、看護部長宛に研究の趣意書
と無記名質問紙を郵送し、対象となる看護師の
選定と質問紙配布を依頼した。看護部長、対象
看護師ともに質問紙の返送をもって同意取得と
した
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年 齢 臨床経験 (N=209）
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